
▽
税
務
調
査

１
．
経
済
的
利
益

宗
教
法
人
は
、
源
泉
徴
収
義
務
者
で
す
。
源
泉
徴
収
義
務
者
は
、
給
与

の
支
払
い
や
個
人
に
対
し
報
酬
を
支
払
う
場
合
に
は
、（
源
泉
）
所
得
税

を
徴
収
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。

『
宗
報
』（
令
和
２
年
11
・
12
月
合
併
号
）
に
掲
載
し
た
通
り
、
宗
教
法

人
が
代
表
役
員
等
に
対
し
て
食
事
等
を
現
物
で
支
給
し
て
い
る
場
合
や
、

住
居
を
無
償
で
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
経
済
的
利
益
が
供
与

さ
れ
た
も
の
と
し
て
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
所
得
税
法
第
36
条

第
１
項
）。

そ
の
た
め
、
経
済
的
利
益
に
つ
い
て
も
、
源
泉
徴
収
義
務
者
（
宗
教
法

人
）
は
所
得
税
の
徴
収
義
務
を
負
い
ま
す
。

宗
教
法
人
の
税
務
調
査
で
は
、
収
益
事
業
や
消
費
税
及
び
印
紙
税
等
の

否
認
率
や
追
徴
税
額
よ
り
も
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
漏
れ
の
否
認
率
や
追

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
に
資

す
る
た
め
、『
宗
報
』（
令
和
２
年
４
月
号
）
よ
り
、
宗
教
法
人
の

会
計
・
税
務
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
は
、
税
務
調
査
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

寺院の適切な管理運営について

▷ 会計・税務⑯
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徴
税
額
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

⑴
飲
食
費

個
人
が
負
担
す
べ
き
飲
食
費
等
の
費
用
を
宗
教
法
人
が
負
担
し
た

場
合
は
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
飲
食
費
の
領
収
書
の
み

で
そ
の
費
用
が
宗
教
法
人
で
負
担
す
べ
き
費
用
で
あ
る
こ
と
を
立
証

す
る
に
は
、
領
収
書
や
会
計
伝
票
に
誰
と
行
っ
た
か
等
を
明
記
し
て

お
き
ま
す
。
個
人
で
負
担
す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
法
人
側
で
立

証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
務
調
査
時
に
無
用
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵
学
資
金

代
表
役
員
等
の
子
弟
を
将
来
の
住
職
に
す
る
た
め
の
大
学
や
資
格

取
得
等
に
か
か
る
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
奨
学
金
等
の
名
目
い
か
ん

に
関
わ
ら
ず
、
源
泉
所
得
税
（
給
与
所
得
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
所

得
税
法
第
９
条
第
１
項
第
15
号
、
所
得
税
法
施
行
令
第
29
条
、
所
得
税
法

基
本
通
達
９　
―　

14
～
９　
―　

16
）。

こ
の
規
程
は
、
給
与
課
税
す
る
と
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
源

泉
徴
収
の
対
象
と
し
て
給
与
課
税
し
て
い
れ
ば
、
学
資
金
と
し
て
支

給
し
て
も
何
ら
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
学
資
金
を
支
給
す
る
根
拠

を
第
三
者
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
学
資
金
に
か
か
る
取
り
決
め
や
責

任
役
員
会
等
で
支
給
す
る
旨
の
決
議
を
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
。

２
．
収
入
除
外

宗
教
活
動
に
伴
う
収
入
や
、
宗
教
法
人
の
資
産
か
ら
生
じ
る
収
入
は
、

す
べ
て
宗
教
法
人
の
収
入
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

宗
教
法
人
の
収
入
と
し
て
計
上
す
べ
き
も
の
を
住
職
等
個
人
が
費
消
し

た
場
合
に
は
、
宗
教
法
人
か
ら
住
職
等
に
対
し
て
給
与
の
支
給
が
あ
っ
た

も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

３
．
調
査
に
よ
る
指
摘
事
項

税
務
署
は
あ
ら
ゆ
る
資
料
か
ら
、
宗
教
法
人
の
収
入
を
把
握
し
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
相
続
税
の
申
告
書
が
あ
り
ま
す
。
相
続
税
の
申
告
書
に

は
、
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
と
し
て
葬
儀
代
や
葬
式
布
施
等
を
計
上
し
ま
す
。

基
本
的
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
が
増
え
れ
ば
、
相
続
税
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
以
下
は
、
実
際
に
起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

相
続
人
が
提
出
し
た
相
続
税
の
申
告
書
に
、
葬
式
布
施
を
本
来

の
支
払
っ
た
金
額
よ
り
も
多
く
記
載
し
申
告
し
て
い
た
た
め
、

税
務
署
は
、
そ
の
金
額
を
調
査
の
元
資
料
と
し
て
持
参
し
、
調

査
当
日
に
宗
教
法
人
の
記
載
し
て
い
る
葬
式
布
施
の
金
額
と
の

相
違
を
指
摘
し
た
。
会
計
処
理
が
不
完
全
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
宗
教
法
人
側
が
正
し
い
と
立
証
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
。
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を
行
い
ま
す
。

２
日
目
以
降
は
、
１
日
目
の
午
後
と
同
様
に
調
査
を
行
い
、
時
間

に
余
裕
が
あ
れ
ば
税
務
署
が
必
要
な
情
報
の
た
め
の
資
料
等
の
収
集

を
し
ま
す
。

臨
場
で
の
調
査
終
了
後
、
必
要
に
応
じ
て
反
面
調
査
（
取
引
先
に

対
し
て
の
裏
付
け
調
査
）
や
銀
行
調
査
（
金
融
機
関
に
取
引
の
確
認
を

行
う
調
査
）
等
を
経
て
、
後
日
、
税
務
署
か
ら
問
題
の
指
摘
を
受
け

ま
す
。
問
題
が
な
け
れ
ば
調
査
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
題
点
が
あ
れ
ば
、
法
人
側
の
見
解
を
踏
ま
え
、
双
方
で
問
題
点

を
理
解
し
た
う
え
で
修
正
申
告
や
更
正
決
定
を
し
ま
す
。

以
上
は
、
代
表
的
な
税
務
調
査
の
手
順
で
す
。
事
前
通
知
を
行
う

と
不
正
に
改
ざ
ん
等
が
行
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
抜
き
打
ち

調
査
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
計
16
回
に
わ
た
っ
て
、
宗
派
顧
問
税
理
士
「
税
理
士
法
人

ゆ
び
す
い
」
編
著
の
『
実
務
が
わ
か
る
「
宗
教
法
人
会
計
・
税
務
」
基
礎

か
ら
行
政
手
続
き
ま
で
』（
株
式
会
社
出
版
文
化
社
、
２
０
１
８
）
の
内
容

に
基
づ
き
、
宗
教
法
人
の
会
計
・
税
務
に
つ
い
て
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。現

在
、
宗
教
法
人
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
、
平
成
20
年
に
施
行
さ
れ

対
処
法
と
し
て
は
布
施
等
に
対
し
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
最
善

で
す
が
、
慣
習
と
し
て
領
収
書
を
発
行
し
な
い
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
日
々
の
伝
票
・
証
憑
を
整
然
と
処
理
し
、
布
施
等
の
現
金
収
入
を
小

口
現
金
等
の
支
出
に
充
て
る
こ
と
な
く
金
融
機
関
に
預
入
を
す
る
等
、
適

切
に
会
計
処
理
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
宗
教
法
人
側
の
処
理
が
正
し
い
こ

と
が
立
証
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

税
務
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
？

事
前
通
知

通
常
の
税
務
調
査
は
、
調
査
実
施
日
の
概
ね
１
か
月
～
２
週
間
前

を
目
途
に
調
査
着
手
の
事
前
通
知
が
来
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
日
程

調
整
を
行
い
、
１
日
～
３
日
（
調
査
内
容
に
よ
り
日
数
は
変
動
）
の
調

査
日
を
確
定
さ
せ
ま
す
。

調
査
当
日

調
査
は
通
常
10
時
頃
臨
場
し
、
16
時
～
17
時
頃
に
終
了
し
ま
す
。

調
査
初
日
の
午
前
中
は
、
法
人
の
概
要
説
明
が
主
と
な
り
、
取
引

と
そ
れ
に
か
か
る
金
銭
の
流
れ
、
取
引
先
と
交
わ
す
契
約
書
類
、
法

人
内
で
作
成
す
る
書
類
等
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
午
前
の
話
を
踏
ま
え
て
帳
簿
や
契
約
書
等
の
書
類

の
提
示
を
求
め
ら
れ
、
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
と
帳
簿
等
と
の
突
合

寺院の適切な管理運営について
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た
公
益
法
人
の
制
度
改
革
の
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

他
、
宗
教
法
人
の
税
制
の
優
遇
措
置
を
利
用
し
た
税
の
申
告
漏
れ
や
脱

税
、
不
適
切
な
収
益
事
業
の
実
施
、
さ
ら
に
は
、
所
轄
庁
へ
の
事
務
所
備

付
書
類
未
提
出
等
の
法
令
違
反
に
関
す
る
報
道
に
よ
っ
て
、
社
会
か
ら
厳

し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
各
寺
院
が
、
宗
教
法
人
法
及
び
法
人
規
則
（
寺
則
）

に
従
っ
た
寺
院
運
営
と
法
令
遵
守
義
務
を
徹
底
し
、
公
益
法
人
と
し
て
透

明
性
の
高
い
適
切
な
管
理
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
か
ら
連
載
し
ま
し
た「
寺
院
の
適
切
な
管
理
運
営
に
つ
い
て
」

は
、
寺
院
活
動
支
援
部
公
開
サ
イ
ト
「
お
寺
の
情
報
箱
」
に
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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